
No.132

2017
平成 29 年

MARCH

広 報  な が し ま

３

Nagashima  Town  Public  Relations

はじめての演奏
　２月 16 日からの２日間、町内の小中学校５校で、学校巡回バイ
オリン体験教室が開催されました。　　　　　  （関連記事＝Ｐ 15）
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す↑あいにくの雨の中でも参加者らは元気にスタート
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２
月
５
日
、
鹿
児
島
県
最
北
端
の

島
「
獅
子
島
」
で
『
獅
子
島
ウ
ォ
ー

ク
２
０
１
７
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
宮
崎

市
、
天
草
市
な
ど
か
ら
約
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン

ド
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
、
七

郎
山
（
標
高
３
９
３
㍍
）
山
頂
を
折

り
返
す
約
13
㌔
の
コ
ー
ス
に
挑
み
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
今
大

会
、
参
加
者
ら
は
雨
具
を
身
に
ま
と

い
、
午
前
10
時
の
花
火
の
合
図
と
と

も
に
出
発
し
て
山
頂
を
目
指
し
ま
し

た
。
折
り
返
し
地
点
と
な
る
山
頂
で

は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ポ
ン

カ
ン
や
飴
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

ら
は
甘
い
も
の
を
頬
張
り
な
が
ら
、

ひ
と
時
の
休
憩
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
、
地
元
特
産
品
が
当

た
る
恒
例
の
抽
選
会
を
行
っ
た
あ

と
、
地
元
婦
人
会
手
作
り
の
ア
オ
サ

汁
と
お
に
ぎ
り
で
、
獅
子
島
の
味
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
初
め
て
参
加
し
た

桃
木
野
豊
さ
ん
は
「
あ
い
に
く
の
天

気
だ
っ
た
が
合
間
で
見
れ
た
景
色
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
抽
選
で
当
た
っ

た
タ
イ
も
楽
し
み
だ
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
・
県
下
一
周
駅
伝

郷
土
ラ
ン
ナ
ー
が
活
躍

↑選手宣誓をする久保選手

鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

　

第
30
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
が
１
月
29
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
水
チ
ー
ム
に
本
町

か
ら
選
手
と
し
て
久
保
亜
美
さ
ん

（
川
床
下
出
身
）、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
北
園
香
代
子
さ
ん
（
平
尾
小
学

校
教
員
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
久

保
選
手
は
出
水
チ
ー
ム
の
主
将
と
し

て
開
会
式
で
、
力
強
い
選
手
宣
誓
を

し
、
走
っ
て
は
２
人
を
抜
い
て
順
位

を
上
げ
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝

　

第
64
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
は
２
月
18
日
～
22

日
の
５
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

出
水
チ
ー
ム
に
本
町
か
ら
、
谷
尾
政

樹
さ
ん
（
母
良
木
）、
竹
口
俊
さ
ん

（
川
床
下
）、
樋
渡
速
太
さ
ん
（
菅
牟

田
）、
中
橋
信
人
さ
ん
（
上
揚
）、
池

田
智
史
さ
ん
（
幣
串
出
身
）
の
５
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

地
元
入
り
と
な
る
大
会
２
日
目

は
、
２
区
中
橋
選
手
、
３
区
樋
渡
選

手
が
区
間
３
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

力
走
を
み
せ
、
各
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス

が
集
ま
る
７
区
を
池
田
選
手
が
粘
走

し
、
出
水
チ
ー
ム
の
日
間
３
位
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

（
写
真
提
供
：
南
日
本
新
聞
社
）

↑大会１日目、スタートを走る中橋選手（写真中央）

↑タスキを受け取る池田選手（写真左）

↑大会最終日、アンカーを任された谷尾選手

↑雨の中を走る竹口選手

↑力走を見せる樋渡選手

↑山頂付近ではミカンを無料配布

↑獅子島小中学校の児童生徒による太鼓の演奏↑約３時間かけてゴール！

↑見晴らしの良いポイントで記念撮影
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町
で
は
、「
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
職
員
の
任
免
や
職
員
数
、
給
与
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

１　職員の任免および職員数に関する状況
平成 27 年 4 月 1 日

職員数
平成 27 年度

退職者数
平成 28 年 4 月 1 日

採用者数
平成 28 年 4 月 1 日

職員数
152 人 9 人 9 人 152 人

２　職員の給与の状況
(1) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区　分
職員数 給　与　費 一人当たり

給与費 B/AＡ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ
平成 27 年度 134 人 516,775 千円 63,547 千円 200,143 千円 780,465 千円 5,824 千円

（注）職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成 27 年 4 月 1 日現在の人数です。
　　  国民健康保険など特別会計は含みません。

(2) 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
長島町 43.7 歳 317,600 円 357,423 円

（注）「平均給料月額」とは、平成 28 年 4 月 1 日現在における職員の基本給の平均です。「平均給与月額」とは、
給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの全ての諸手当の額を合計したものです。

(3) 職員の初任給の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 長　島　町 国

一般行政職
大学卒 176,700 円 176,700 円
高校卒 144,600 円 144,600 円

(4) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長

課長補佐
技術補佐
主幹など

課長
など

職員数 16 人 5 人 22 人 27 人 29 人 17 人
構成比 13.79％ 4.31％ 18.97％ 23.28％ 25.00％ 14.66％

（注）幼稚園教諭や技能労務職員は含みません。

(5) 職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成 28 年４月１日現在）

長　島　町 国
期末手当 2.60 月分 勤勉手当 1.60 月分 期末手当 2.60 月分 勤勉手当 1.60 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）
役職加算 5 ～ 15％ 役職加算 5 ～ 20％ 管理職加算 10 ～ 25％

③特殊勤務手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）
支給実績（27 年度決算） 4,498 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（27 年度決算） 145,097 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（27 年度） 20.4％

手当の種類（手当数） 11 種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課および徴収業務
水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務

老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務など
指導主事手当 教育委員会に勤務する指導主事 教育委員会における指導主事業務

長
島
町
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す④時間外勤務手当

支給実績（27 年度決算） 22,084 千円 職員１人当たり平均支給年額（27 年度決算） 146 千円

(6) 特別職の報酬などの状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額など 区　分 給料月額など

給
料

町　長 758,000 円 期

末

手

当

町　長
（27 年度支給割合）　3.15 月分

副町長 597,000 円 副町長

報
酬

議　長 303,000 円 議　長
（27 年度支給割合）　3.15 月分副議長 250,000 円 副議長

議　員 227,000 円 議　員

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 状　　　況

勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分
休憩・休息時間 休憩時間　60 分

勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、12 月 29 日～１月３日
年次休暇 １年間に 20 日。20 日を限度に翌年に繰越

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

５　職員の服務の状況
　地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。
　この根本基準を実行するために、法令などおよび上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、
職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など，職務上の強い制限を課しています。
　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、綱紀の粛正および服務規律の徹底に努めています。

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成 27 年度）
(1)　研修の状況
　研修機関において職務上の階層ごとに行う、新規採用職員研修、新任課長級研修などのほか、外部講師を招いての「マ
イナンバー研修」や「協働のまちづくり研修」などを実施し、職員の能力開発、資質向上に努めています。
(2)　勤務成績の評定の状況
　長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

◎問い合わせ先
　役場総務課職員係　☎（86）1111［代表］

８　職員の福祉および利益の保護の状況（平成 27 年度）
区　分 受診者数 区　分 受診者数

定期健康診断 82 人
人間ドック

1 日ドック 67 人
2 日ドック  ６人

結核定期健康診断 71 人 脳ドック  ７人
節目ドック  ２人

４　職員の分限および懲戒の状況（平成 27 年度）
処分の種類 処分者数 処分事由

分限休職（病気休職） １人 心身の故障による

⑤その他の手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容 支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（27 年度決算）

支給職員 1 人当たり平均
支給年額（27 年度決算）

扶養手当

配偶者  13,000 円　

同 ― 24,106 千円 267,844 円配偶者以外 6,500 円　
配偶者がない場合 11,000 円　
特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 ) 5,000 円　

住居手当
自宅（平成 28 年度から廃止） 2,500 円

異
自 宅 に 係 る
住 居 手 当 を
支給　

3,422 千円 263,231 円
借家 最高 27,000 円

通勤手当

交通機関利用者 （ 運 賃 相 当 額 ）
最高 55,000 円

異

交 通 用 具 使
用 の 場 合、
距 離 単 価 が
相違

10,695 千円 89,874 円交通用具使用者
（自動車などの使用者について、

片道２㌔以上の距離の場合）

18,500 円を
限度に支給

管 理 職 手
当

総務課長 40,000 円
同 ―   7,488 千円 394,105 円企画財政課長、総合管理課長 36,000 円

その他の課長 32,000 円

②退職手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）　
長　島　町 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445 月分 27.4050 月分 勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 勤続 25 年 29.145 月分 34.58250 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.5900 月分 勤続 35 年 41.325 月分 49.59000 月分
最高限度額 49.590 月分 49.5900 月分 最高限度額 49.590 月分 49.59000 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（退職手当組合特例制度による）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２％から 45％加算）

1 人当たり
平均支給額 19,551 千円 1 人当たり

平均支給額 ― 千円

６　職員の退職管理の状況（平成 27 年度退職）

退職者数
再就職先

再就職者計
再任用 外郭団体 その他企業など

退職時、課長級
以上の職員　　 ４ ２ ０ １ ３
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わが町の地方創生

地方創生の実学に取り組む

　2月13日、長島町と慶應義塾大学湘南藤沢キャ
ンパス（ＳＦＣ・神奈川県）は「地方創生に関す
る連携協力協定」を結びました。
　これは、国の地域おこし協力隊制度を活用し、
大学院生を町で受け入れ、地域に根ざした調査・
研究をしてもらい、地域活性化を目指すものです。
　今後、この制度を活用し本町に住む同大学院生
は「地域おこし研究員」として本町の実態に即し
た調査・研究を行います。
　締結式で川添町長は「農業振興や移住促進な
ど、町が現在抱えている課題について研究しても
らい、解決策を見つけてほしい」とあいさつ。同
大学総合政策学部の河添健学部長は「お互いの人
材育成や外部の視点からの提案などを行い地域活
性化へつなげたい」とあいさつしました。

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課　☎（86）1157［直通］

↑締結後握手を交わす川添町長と河添学部長

外国から嫁いだ人も、もっと長島を大好きに
「日本語サロン・Nagashima」開講

　みなさんは長島町に外国人がどのくらい住んで
いるかご存知ですか？
　町には、日本人の配偶者や技能実習生など約
50人の外国人が住んでいます。
　出身地はフィリピンやベトナムなどの東南アジ
アがもっとも多く、そのほか中国やオランダなど
たくさんの国から町に移り、生活しています。
　これまで、長島に嫁ぎ暮らしている外国人のか
たがたから町に「日本語が不十分で日常生活や地
域との関わりで困っている。日本語を勉強できる
場を作ってほしい」との要望がありました。
　町としても長島町で長く幸せに暮らしてもらい
たい、もっと長島町を好きになってもらうために、
交流をしながら日本語を学ぶ場の設置に取り組み
始めました。

　２月11日に第一歩となる日本語教室の授業「日
本語サロン・Nagashima」を開講し、ゲームや自
己紹介を通して楽しく日本語を学習しました。
　今後も外国人が長島で長く安心して暮らせるよ
う、さまざまな取り組みを行っていきます。

↑サロンでトークを交わす参加者ら

慶應義塾大学ＳＦＣと「地方創生に関する連携協力協定」を締結

これまでの取り組みを報告

　２月 10日、長島町総合開発センターで「第２
回地域おこし協力隊報告会」が行われ、８人の地
域おこし協力隊員らがこれまでの活動報告を行い
ました。
　平成 27 年 10 月に、本町の協力隊第１号とし
て着任した土井隆さんは、インターネット関連企
業に勤務していた頃の知識やネットワークを活用
し、本町のふるさと納税の楽天市場サイトの開設
や複数のＷｅｂサイトを開設。今後は、長島町の
全ての求人情報をインターネットの求人サイトに
掲載する計画などを話しました。
　長島大陸Ｎセンターの開所や、町外の高校生が町
内にホームステイし、地元業者のホームページを作
成する企画「島ＴＥＣＨ」を始めた神明竜平さんは
「高校の無い長島町の新たな『高校』を少しずつ形
にしていきたい」と抱負を話していました。
　じゃがじゃがジムを開所した、鬼氣悟士さん、
益田菜央子さんは、同ジムの会員らの状況などを
報告。本町の健康増進のために今後、どういった

↑各協力隊が、活動成果をそれぞれ報告

第２回地域おこし協力隊報告会

運動メニューを取り入れていくかなどを話しまし
た。
　隊員らの活動を聞くために参加した約 20人の
町民たちは、それぞれの活動報告に興味深そうに
耳を傾けていました。

↑川添町長から衣夫人（写真右）へ伝達

生
前
の
功
労
を
た
た
え

故
兒
玉
清
隆
さ
ん
へ
正
六
位
を
伝
達

　

２
月
21
日
、故
兒
玉
清
隆
さ
ん（
城

川
内
）
に
、
長
年
に
わ
た
る
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

を
た
た
え
、
正
六
位
が
贈
ら
れ
、
川

添
町
長
か
ら
衣き

ぬ

夫
人
へ
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
50
年
４
月
か
ら
平

成
３
年
４
月
ま
で
の
４
期
16
年
間
に

わ
た
り
、
旧
長
島
町
町
長
と
し
て
在

職
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
完
成
後

の
町
の
発
展
を
図
る
た
め
、長
期
的
、

広
域
的
な
視
点
に
立
ち
、
高
率
補
助

事
業
を
導
入
。
財
政
負
担
の
軽
減
に

努
め
な
が
ら
、
町
政
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
他
市
町
村
に
先

駆
け
て
集
会
施
設
の
建
設
や
防
災
行

政
無
線
を
設
置
。
黒
之
瀬
戸
大
橋
の

無
料
化
の
運
動
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
町
政
発
展
、
産
業
の
振
興
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
な
ど
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が

認
め
ら
れ
、
平
成
６
年
11
月
に
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
章
、
さ
ら
に
今
回
の

叙
位
と
な
り
ま
し
た
。
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長島町地域包括支援センターだより

脳卒中と認知症の関係性

◎問い合わせ先　
　長島町地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］

　みなさん、脳卒中と認知症の関係性についてご
存じですか？本町の介護申請のきっかけとなる疾
患で一番多いのが「脳卒中」です。最近、問題視
されている認知症と脳卒中の関係性についてお知
らせします。
　脳卒中には、血管が詰まるタイプと血管が破れ
るタイプのものがあります。
　認知症には、脳の老化現象により脳細胞がゆっ
くりと死んで脳が委縮する認知症と、脳梗塞や脳
出血、くも膜下出血などにより脳の神経細胞が死
んでしまい障害されることでおこる脳血管性認知
症があります。後者は、脳の中の正常な細胞があ
る場所はしっかり機能していますが、脳梗塞や脳
出血が起こってしまった場所では機能が低下しま
す。障害された部位によって、できることもあれ
ばできないこともあるといったような、「まだら
認知症」と言われる状態になります。
　この脳血管性認知症を予防するためには、脳梗
塞や脳出血などを起こさないこと、つまり生活習
慣病予防が大事になります。高血圧や高脂血症、

脂質異常症を予防することが、認知症予防にもつ
ながるということです。
　生活習慣病予防には、適切な食事摂取や運動習
慣などが大切だと言われています。しかし、いき
なりハードな食事制限や運動をしても長続きはし
ませんのでかえって逆効果だといえます。自分に
合ったペースで少しずつ継続していくことが大切
です。
　認知症の相談や、認知症について詳しく知りた
い人は、お問い合わせください。

国
・ ・

保の加入と脱退には届け出を
　国民健康保険への加入や脱退、住所・氏名に変更が
あった場合は、異動があった日から 14日以内に役場
保健衛生課、または指江庁舎総合管理課で届け出をし
なければなりません。
　社会保険などに加入しても、国民健康保険は自動的
に資格喪失にはなりませんので、国民健康保険証と勤
務先の保険証、印鑑を持参し手続きしてください。
▼加入の届け出が遅れると…
　保険税をさかのぼって納めることになります（遡

そきゅう

及
賦
ふ か

課）。保険証がないので届け出の日までに病院にか
かった医療費は、全額自己負担になります。
▼脱退の届け出が遅れると…
　国民健康保険の資格がなくなったあと、国民健康保
険の保険証を使って病院にかかると、国民健康保険で
負担した分の医療費を返納しなければなりません。
※各種届出にはマイナンバーカード、または番号通
知カードおよび運転免許証などの身分証明証が必要に
なります。

届け出が必要なのはこんなとき 届け出に必要なもの

国 民 健 康
保 険 に 加
入 す る と
き

他の市町村から長島町に転入してきたとき 他市町村からの転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

国 民 健 康
保 険 を や
めるとき

他の市町村へ長島町から転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき

保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受け始めたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書、印鑑

その他

長島町内で住所が変わったとき
保険証、印鑑世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき 身分証明書（運転免許証など）、印鑑

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課国民健康保険係
　☎（86）1146［直通］

※国民健康保険被保険者証の更新
　国民健康保険被保険者証の更新については、３
月末日までに、各公民館などで配布する予定です。
日程などの詳細については、後日、各公民館長を
通じて連絡します。
※平成 28 年度分までの国民健康保険税に未納が
あると更新できない場合があります。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？　

　

後
発
性
医
薬
品
の
こ
と
で
、
価
格
の
安

い
薬
で
す
。
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
医

薬
品
に
は
、
同
じ
効
果
や
成
分
で
も
、
高

い
薬
の
「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
と
安

い
薬
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
新
薬
よ
り
約
２
～
７
割
安
価
で
す
。

　

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
患
者
さ
ん
自

身
が
選
択
で
き
ま
す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
を
選
ぶ
こ
と
は
、
薬
代
を
低
く

抑
え
、
自
己
負
担
額
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。
伸
び
続
け
る
医
療
費
の
削
減
も
期

待
で
き
、厚
生
労
働
省
で
は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
と
「
希
望
シ
ー

ル
」
に
よ
る
使
用
促
進
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

▼
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
切
り
替

え
た
い
と
き
は
？　

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
言
い
に
く
い

場
合
は
、｢

希
望
カ
ー
ド｣

ま
た
は
「
希

望
シ
ー
ル
」
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
中
の
薬
や
症
状
に
よ
っ
て
は
、
先

発
医
薬
品
し
か
発
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、
調
剤
す
る
薬
局
に
よ
っ
て
は
、
取
り

扱
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

っ
て
い
ま
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

知

ご
み
処
理
施
設
使
用
料
を
改
定

　

環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み

を
搬
入
す
る
際
の
施
設
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年
に
改

定
し
て
以
来
17
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
料
金
改
定
は
、
処
理

費
用
に
見
合
っ
た
適
切
な
受
益

者
負
担
と
、
周
辺
自
治
体
と
の

料
金
水
準
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
（
可
燃
ご
み
）

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
０
７
３
９

　
（
不
燃
ご
み
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

○施設使用料の改定内容

施設名 種別
現行

（平成 29 年 3 月 31 日まで）

改定後

（平成 29 年４月１日から）

環境センター 可燃ごみ 500kg まで 510 円（税込）

500kg を超える場合は、510
円（税込）に 500kg ごとに
1,020 円（税込）を加算する。

100kg ごとに 300 円
（税別、10 円未満切捨て）

リサイクルセンター

不燃ごみ

資源物 無料 無料

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

「認知症サポーター養成講座」や「長
島元気 GOGO ！体操」などの希望
も随時受け付けています
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１
日
～
３
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

14
日

15
日
～
17

日18
日

20
日

21
日

22
日

23
日

25
日

26
日

27
日

全
国
町
村
会
現
地
経
済
農
林
委
員
会（
岐
阜
県
）

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
７　
　
（
獅
子
島
）

県
農
業
農
村
振
興
協
会
通
常
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

学
校
再
編
協
議　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

庁
舎
の
あ
り
方
座
談
会　
　
　
　
　

(

平
尾)

当
初
予
算
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

庁
舎
の
あ
り
方
座
談
会　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

土
改
連
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

議
会
全
員
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

３
月
補
正
予
算
町
長
査
定　
　
　
　
（
役
場
）

諏
訪
消
防
団
長
藍
綬
褒
祝
賀
会　
　
（
鷹
巣
）

市
町
村
振
興
協
会
常
任
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
本
会
議（
鹿
児
島
市
）

離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・
評
議
員
会（
東
京
都
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
・
理
事
会
・

意
見
交
換
会
・
懇
談
会　
　
　
　
（
東
京
都
）

か
ご
し
ま
長
島
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

温
泉
湧
出
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
地
）

町
防
災
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

故
兒
玉
清
隆
氏
叙
位
伝
達　
　
　
（
城
川
内
）

県
町
村
議
長
会
定
期
総
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
町
村
監
査
委
員
会
定
期
総
会（
鹿
児
島
市
）

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
研
修
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
定
期
総
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
理
事
長
叙
勲
受
賞
感

謝
の
集
い　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

指
江
保
育
園
発
表
会　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会（
さ
つ
ま
町
）

［
短
歌
］

梅
の
花
も
う
散
り
し
か
と
見
て
み
れ
ば
今
を
盛
り
と
な
り

に
け
る
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

ま
た
一
つ
年
を
重
ね
て
松
飾
り
庭
の
蜜
柑
を
橙
が
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

満
天
の
星
き
ら
め
い
て
重
そ
う
で
天
草
灘
に
二
つ
三
つ
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

人
は
言
う
梅
に
鴬
そ
れ
は
無
い
梅
に
来
る
の
は
鵯
目
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

繁

冠
雪
の
歩
合
定
ま
る
富
士
の
山
二
十
五
里
さ
き
あ
か
ず
眺

む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

今
の
世
は
じ
ゃ
が
い
も
時
代
生
き
甲
斐
や
足
腰
痛
い
命
な

る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

授
業
止
め
鶴
の
帰
り
を
見
送
ら
ん
　
脇
田
　
武
志

一
鶏
に
つ
づ
く
鶏
鳴
初
山
河　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

初
漁
や
港
賑
は
す
男
ご
ゑ　
　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

新
を
ろ
し
鼻
緒
の
軋き
し

る
淑
気
か
な　
　
　
　

筑
前　

初
市

朝
ま
だ
き
不
断
の
庭
の
淑
気
か
な　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

空
の
声
地
の
声
聴
い
て
野
水
仙　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

放
課
後
の
庭
ひ
ろ
び
ろ
と
寒
波
来　
　
　
　

迫
口　

君
代

鶏
飼
い
の
鶴
見
る
距
離
の
遠
く
な
り　
　
　

大
堂　

早
苗

喜
寿
の
齢
淡
い
夢
乗
せ
宝
船　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

初
凪
や
天
草
灘
の
波
小
舟　
　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

徒
然
に
ぬ
る
湯
の
長
湯
松
の
内　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

我
姿
若
く
う
つ
せ
よ
鏡
餅　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

ま
た
ひ
と
つ
歳
重
ね
て
屠
蘇
を
受
く　
　
　

山
嵜
加
代
子

初
春
の
光
浴
び
行
く
貨
物
船　
　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

　つらいときや不安なときで
も、心を強く豊かにしてくれる

「言葉」とともに、上手に生き
ていくための秘訣を紹介します

作　

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン

　そっくりな王子とこじきの子
が出会い、入れかわることに…。
　次々とおとずれるピンチ。２
人は元に戻れるのでしょうか？

「
王
子
と
こ
じ
き
」

編　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
編
集
部

「
い
い
言
葉
が
、
60
歳
か
ら
の

　
　
　
　
　

い
い
人
生
を
つ
く
る
」

神
木
の
天て

っ
ぺ
ん辺

あ
た
り
日
の
照
り
に
鳴
き
交
ふ
目
白
の
声
聞

き
て
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

雨
上
が
り
庭
の
木
回
ら
す
蜘
蛛
の
巣
が
玉
散
り
ば
め
る
如

く
輝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

沢
水
の
流
る
る
窪
み
に
目
を
や
れ
ば
石あ

お
さ蓴
洗
ひ
し
亡は

は母
が

顕た

ち
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

鈍に
び
い
ろ色
の
空
よ
り
落
ち
て
散
る
雪
よ
命
を
尽
く
し
て
生
き
こ

し
吾
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

蔭
に
咲
く
水
仙
は
葉
の
み
勢
ひ
て
花
乏
し
け
れ
ば
匂
ひ
の

淡
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

冬
ざ
れ
の
如
し
と
思
ふ
体
調
優
れ
ず
波
瀾
つ
づ
き
の
わ
が

生
誕
日
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

曇
り
つ
つ
波
穏
や
か
に
冬
の
海
島
影
黒
く
夕
映
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

デ
イ
ケ
ア
に
馴
染
み
て
二
年
相
な
れ
て
笑
ふ
い
ち
日
夕
陽

が
眩
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

２
月

夕
べ
寒
き
峡
田
の
隅
に
朱
を
こ
ぼ
す
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の

黄は

ぜ櫨
の
紅
葉
が
　
竹
之
内
重
信

残
り
い
る
命
の
日
日
よ
花
咲
き
て
花
散
り
て
又
春
が
来
て

い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

ひ
と
つ
で
は
さ
み
し
い
か
ら
と
二
つ
ず
つ
お
皿
を
買
っ
て

ひ
と
つ
を
使
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

家
道
に
水
仙
の
白
ひ
し
め
き
て
雨
に
け
ぶ
り
ぬ
死
が
遠
く

な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

い
ち
ば
ん
に
咲
き
た
る
桜
の
一
輪
が
は
に
か
む
よ
う
に
た

め
ら
う
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

叱
る
と
き
口
出
し
す
る
な
と
子
は
言
え
り
子
が
子
を
叱
る

朝
の
食
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

味
噌
汁
の
湯
気
あ
た
た
か
し
と
も
か
く
も
今
日
一
日
が
元

気
で
あ
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

冬
風
は
沖
波
く
だ
き
岸
壁
に
飛
沫
の
破
片
光
に
返
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

庁
舎
辺
に
集
ふ
年
金
の
友
優
し
行
人
岳
を
真
向
ひ
に
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいた
だきました。
　・東寿司
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組み
です。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付
へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

ぶり奨学金補助金申請

　町では、平成 28 年度から「ぶり奨学金制度」
がスタートしました。
　連携金融機関（鹿児島相互信用金庫）からぶり
奨学ローンの融資を受けた人は、その年の利子に
相当する額の補助金申請ができます。次の書類を
準備して、教育総務課で申請手続きをしてくださ
い。

○申請期限　
　平成 29 年 3 月 31 日（金）

○提出書類（入手する場所）
　・金融機関が発行するぶり奨学ローンの返済額
　　を証する書類
　　（鹿児島相互信用金庫長島支店・西長島支店）
　・長島町ぶり奨学金償還補助金交付申請書
　　（教育総務課）
　・現住所を証する書類（戸籍附票）
　　（町民福祉課または総合管理課）
　・世帯全員の納税証明書
　　（税務課または総合管理課）

◎提出先・問い合わせ先　
　長島町教育委員会教育総務課
　☎（88）5679［直通］
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「
高
齢
者
学
級
」
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
学
級
の
開
設
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
や
り
方

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

平
成
29
年
５
月
～
平
成
30
年
２
月

○
条
件

　

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を

　

確
保
で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

　

・
活
動
計
画
や
予
算
書
を
作
成

　

す
る
と
と
も
に
、
終
了
後
は
実

　

績
報
告
が
で
き
る
こ
と

○
申
込
締
切

　

４
月
末
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「
生
涯
学
習
学
級
」
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

　

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

平
成
29
年
５
月
～
平
成
30
年
２
月

○
条
件

　

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

　

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ
と

　

・
一
般
の
参
加
希
望
者
を
受
け
入

　

れ
る
開
か
れ
た
運
営
を
行
う
団
体

　

で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
芸
術
文

　

化
団
体
の
育
成
の
場
合
、
青
少
年

　

を
対
象
と
す
る
団
体
で
も
可
）

　

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

　

間
と
す
る
。
但
し
、
内
容
に
よ
り

　

特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
で
き
る
。

　

・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

　

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出
席

　

で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
し
、

　

活
動
計
画
や
予
算
書
を
作
成
す
る

　

と
と
も
に
、
終
了
後
は
実
績
報
告

　

が
で
き
る
こ
と

　

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が

　

あ
る
こ
と

○
不
採
択
要
件

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
活
動
や
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
の
に
不
適

切
で
あ
る
場
合

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合

③
町
か
ら
の
助
成
金
の
大
半
を
飲

食
に
充
て
て
い
る
場
合

④
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

⑤
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

低
い
場
合

⑥
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

し
、
独
力
で
の
活
動
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合

○
申
込
締
切

　

４
月
末
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

事
務
所
移
転
に
つ
い
て

　

北
薩
森
林
組
合
長
島
支
所
は
、

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お
り
移

転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
移
転
先
住
所

　

長
島
町
鷹
巣
２
３
０
６
番
地

　
（
木
場
商
店
隣
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
森
林
組
合
長
島
支
所

　

☎
（
86
）
０
０
２
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
86
）
２
０
２
８

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
…

①
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
間

に
さ
ら
に
相
続
が
発
生
す
る
と
、

相
続
人
の
人
数
が
増
え
、
登
記
手

続
や
費
用
に
か
か
る
負
担
が
増
加

し
ま
す
。

②
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
設

定
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

③
所
有
者
と
連
絡
が
と
れ
ず
、
土

地
の
荒
廃
や
、
災
害
復
旧
お
よ
び

防
災
の
た
め
の
工
事
が
で
き
な
い

な
ど
の
社
会
問
題
が
発
生
し
ま

す
。

　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た

め
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

を
し
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登

記
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登

　

記
部
門

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
２

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や

人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
平
成
29
年
度
春
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

　

求
め
ら
れ
る
技
術
や
語
学
レ
ベ

ル
は
要
請
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。

ま
ず
は
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
へ

の
参
加
か
ら
、
そ
の
第
一
歩
が
始

ま
り
ま
す
。

　

世
界
に
は
、
あ
な
た
の
技
術
や

経
験
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が

い
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

○
募
集
期
間

　

３
月
31
日（
金
）～
５
月
10
日（
水
）

○
応
募
資
格

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
…
平
成

29
年
10
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
以

上
か
つ
平
成
29
年
５
月
10
日
時
点

で
満
39
歳
以
下
日
本
国
籍
を
持
つ

人
　
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
…
平
成
29
年
５
月
10
日
時
点

で
満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
人

○
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、
保
健
・
医
療
、
公

共
・
公
益
事
業
、
人
的
資
源
な
ど

○
派
遣
国

　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

大
洋
州
、
中
東
地
域
の
約
70
カ
国

○
派
遣
期
間

　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間

　
（
ほ
と
ん
ど
の
要
請
は
２
年
間
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

九
州
」
市
民
参
加
協
力
課

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
６
３
１
１

　臨時福祉給付金（経済対策分）は、平成 26 年
4 月に実施した消費税率引上げによる影響を緩和
するため、所得の少ない人に対し、制度的な対応
を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置として
実施するものです。
　給付金を受け取るためには、申請が必要です。
次のことにご注意ください。

○支給対象者
　平成 28 年度臨時福祉給付金（３千円）の支給
　対象者（実際に受給したか否かは問いません）

○支給額
　対象者１人につき１万５千円（支給は１回のみ）

○申請方法
　平成 28 年１月１日時点で住民票がある市町村
　への申請が必要です。

確認じゃ！臨時福祉給付金（経済対策分）

◎申請・問い合わせ先
　役場町民福祉課
　☎（86）1157［直通］

○受付期間
　３月７日（火）～９月７日（木）

※「臨時福祉給付金」を装う” 振り込め詐欺” や”
個人情報の詐取” にご注意ください。

申請書を
確認じゃ！
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

↑表彰を受ける﨑野さん

三県少年サッカー大会

県架橋の必要性をアピール三
　２月 25 日・26 日の 2 日間、出水市陸上競技場
で「島原・天草・長島架橋構想および九州西岸軸
構想推進地域間交流・連携事業『三県少年サッカー
大会』」が開催されました。
　この大会は、鹿児島・長崎・熊本の少年サッカー
チームによる交流イベントで、地域間の交流・連
携の契機とし、島原・天草・長島架橋の必要性を
アピールするために行われました。
　各県から８つの選抜チームが参加した今大会に
は、本町からも 5 人の選手が参加。開会式では
濱口天聖さん（鷹巣小・6 年）が「三県がこれま
で以上に親しい地域として発展することを願い、
サッカーを通して絆を深め元気にプレーします」
と宣誓しました。↑バイオリンに触れる児童たち

NPO法人が桜の苗木を寄贈

いの場で花を咲かせて憩
　２月 13 日、NPO 法人「How To 21 Club」（出水市・
吉井秀之代表）から、本町へ桜の苗木５本が贈呈
されました。
　同法人は本町内で、平成 20 年から天ぷら油の
リサイクル運動に取り組んでおり、その協力のお
礼としてこれまで 200 本以上の桜の苗木を寄贈
しています。
　吉井代表は「花いっぱいの長島で、町民の人た
ちも含めて、桜のあるところが憩いの場になって
もらえれば」と話し川添町長へ手渡しました。
　今回寄贈された桜は「伊豆の踊子」という品種
で、花びらが長期間散らずに観賞する期間が約１
カ月と長い特徴があります。

　２月 16 日・17 日の２日間、町内の５小中学校
で、バイオリン体験教室が行われました。
　今回の教室は、普段触れることが少ないバイオ
リンに触れ、音楽の楽しさ味わってもらおうと「バ
イオリンひまわりプロジェクト」（鹿児島市）か
ら４人の講師が訪れ、40 本のバイオリンを使っ
て開催されました。
　児童らは、演奏を聴いた後、初めてのバイオリ
ンに触れ、慣れない手つきで弦を弾いていました。
　鷹巣小学校の川添堅斗さん（６年）は「普段触
ることのできないバイオリンに触れることができ
た。自分ではあまり上手に弾けなかったが、プロ
の人の演奏はすごいと思った」と話していました。

学校巡回バイオリン体験教室

楽の楽しさを発見音

↑ライン際でせめぎ合う選手たち

バーバラ植村さん記念講演

を実現するために夢
　２月 21 日、川床中学校（脇田武志校長・50 人）
では、立志の集いを記念して、作家・タップダン
スインストラクターで有名なバーバラ植村さんを
講師として招き記念講演を行いました。
　同氏は、昭和 59 年に来鹿。日本語も分からな
い状況の中、持ち前の明るさで物事を前向きに考
えながら、人気歌手のＡＩさん、プロカメラマン
の植村幸さんの２人を育ててきました。同氏は、
講演の中で「物事は自分で決め、それを目指して
実践すること」「あいさつをすること」「感謝する
気持ちを忘れないこと」の３つが大切と話し、生
徒たちは人生の先輩の話に聞き入っていました。

↑川添町長へ義援金を手渡す清野部長

九州地区スポーツ推進委員功労者表彰

域のスポーツ普及など活性化に貢献地
　九州各市町村のスポーツ推進委員が集まる九州
地区スポーツ推進委員研究大会が２月 11 日、12
日に熊本市のアクアドーム熊本で開催され、本町
の﨑野京子さん（指江）が表彰されました。
　﨑野さんは、平成 12 年から現在までの 16 年
間にわたって、地域における社会体育の推進者と
して携わり、スポーツの普及や活動に積極的に参
加し、地域の活性化に大きく貢献したことが認め
られたものです。﨑野さんは「今後も町や町民の
体力向上のため力になりたい」と抱負を語りまし
た。

北薩地区のファミリーマートが義援金

潮被害の復興支援の一助に赤
　１月 31 日、㈱南九州ファミリーマート（鹿児
島市）の清野浩幸開発部長が役場指江庁舎を訪れ、
川添町長へ赤潮被害義援金を手渡しました。
　これは、昨年の９月に本町で発生した赤潮被害
に対して、北薩地区ファミリーマート各店舗の窓
口で義援金活動を行い、これまでに集まった義援
金を届けていただいたものです。
　清野部長は「赤潮によるブリ被害にあった人た
ちの復興支援に活用してください」と話しました。
　いただいた義援金は、東町漁協協同組合へ届け
られ、復興支援に活用されます。↑バーバラ植村さんの講演を聞き入る生徒たち

↑川添町長へ目録を手渡す吉井代表（写真中央）
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↑昨年の花カフェマーケットの様子
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１７４
７ ８２ ５ ６

１４ １５９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３

１１

４

１3/26

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

3/27 3/28 3/29 3/30 3/31

３

１０

２４

３０ 5/1 5/2 5/65/55/45/3

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○こどもクリニック永松 64-1500
○鶴見医院 73-0553
○金子歯科医院 63-2150
□クレモア薬局 63-5401
□かしま薬局 63-3970
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○福永内科循環器科 62-8200
○境田医院 67-2600
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○あくね歯科医院 72-0556
□かりん薬局 64-1400
□エンジェル薬局 65-7637
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

 

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○キッズクリニック 63-7707
○よう皮ふ科医院 63-1112
○いまむらクリニック 73-1700
○福原歯科医院 63-2501
□長島調剤薬局 64-5555
□さくら薬局 63-7700
□あすか薬局 63-7322
□市民調剤薬局 68-0150
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック 88-6405
○奥田蘇明会医院 82-3998
○二宮医院 62-0167
○門松医院 64-6100
○水野歯科医院 82-0064
□しおかぜ薬局 88-6011
□うらくぼ薬局 82-2539
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

昭和の日

○平尾診療所 88-2595
○つかさとクリニック 67-5560
○平田整形外科クリニック 62-8801
○山田クリニック 72-0420
○中島歯科医院 82-0020
□いまがま調剤薬局 65-7550
□ひまわり薬局 62-6070
□よつば薬局 79-4331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

●４月 29日は昭和の日です。
　昭和の日は「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思
いをいたす」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

□じゃがいもまつり
（B&G体育館周辺）

○飯尾医院 88-5040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○北国医院 72-0016
○金子歯科医院 63-2150
◇出水総合医療センター 67-1611


